
フレーミングから考える

情報発信の面白さ

日時
12/19（火）
16:00～17:30

なぜ人は、別にやらなくても日々の暮らしに特段支障のない、NPOでの活動や

寄付、ボランティア活動をするのでしょうか。どのような働きかけをすると、人

はそういった社会貢献行動を起こそうと考えるのでしょうか。このような問題関

心のもと、社会学の立場から、NPOの情報発信を研究しています。米国ピッツ

バーグ大学で学び、複数の大学での教員経験を経て、2019 年より東北大学大学

院情報科学研究科・准教授。NPOを応援するNPO、NPO法人杜の伝言板ゆ

るるの副代表理事も務めています。

「福祉の現場の面白さを多くの人に伝えたい」「ボランティアや寄付を募りたい」「イベントに人を集めたい」「生産している

商品の魅力を発信したい」など福祉施設が外部に発信したい情報は様々です。東北大学大学院情報科学研究科で非営利組織

（NPO）や非政府組織（NGO）がどのようなコミュニケーション活動を通じて人々の関心を喚起し、 行動へと導いていける

のかを研究されている岡田彩さんをお招きして「フレーミング」という手法を手がかりに、いつもとは異なる視点から発信

する情報を考えてみましょう。

場所 アート・インクルージョン
仙台市青葉区一番町３丁目８－１４スズキアバンティビル３階
（ぶらんど～む一番町アーケード内、Softbank の入っているビルの３階）

介
紹
師
講

岡田　彩

参加費
無料

募集人数　20名
締切日　2023年 12月 12日
右のQRコードより
必要事項を入力の上
お申し込みください。

アートを仕事にするネットワーク環境形成事業   主催：一般社団法人アート・インクルージョン　助成：公益財団法人仙台市市民文化事業団　

お問い合わせ022-797-3672
一般社団法人アート・インクルージョン（佐々木）


